
全国に広がる稲門法曹会会員
稲門法曹会は、全国の稲門法曹の同窓会組織として、2008年に設
立されました。
正会員は早稲田大学の校友であるすべての法曹、法学部・法務研
究科教員等で、現在全国で活躍されている会員は約5724名です。
※2022年7月19日現在

【編集後記】
司法試験の時期の変更や、法科大学院と法学部との連携の導入など、司法試験制度をめぐる状況は変革しつつあります。今号では、より強く法曹の魅力を発信し、
また後進のリアルな現状を発信することで、現在会員である法曹と、これから仲間になる司法試験受験生とを繋ぐことを意識しました。様々な社会情勢に振り回
されながらも、今号もなんとか発刊にこぎつけました。ご寄稿いただいた先生方、ケイ・ライターズクラブさんをはじめとする編集に関与してくださった皆さまのご
協力あってこそです。この場を借りて厚く御礼申し上げます

表紙写真＝石渡貴洋

欲張り定食メニューが大人気！　創業65年の老舗そば屋

東京都新宿区西早稲田 1‒1‒3

　早稲田大学正門に向かうためのメインストリート「南門通り」。多くのワセ飯処
が並ぶこの通りから、今回は「尾張屋」を取り上げたい。
　今年で創業65年になると言われるこの老舗は、そば、うどんを中心に、定食、
丼ものと多種多様なメニューを揃える。中でも人気なのは「盛り合わせ定食」。“生
姜焼肉”を軸に、“アジフライ・メンチ・ハンバーグ”のいずれかを組み合わせること
ができる定食で、目移りしがちな早大生にはもってこいのメニューといえるだろ
う。追加料金を支払えば、味噌汁をそばやうどんに変更してもらえたり、ライス
にカレールーをかけてもらえたりするなど、早大生の胃袋を満たす工夫も健在だ。
　ぜひ再訪してみてはいかがだろうか。

尾張屋
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早稲田大学法務研
究科

参加して下さった
皆さん

鈴木雄希　修了生（2022年卒）

伊藤英恵　3年生

豊田洋輔　3年生

山田　亮　3年生

菊岡　廉　2年生

相澤　恵　1年生

巻 頭 特 集

コロナ禍、在学中受験制度、法曹コース３＋２の新設など、ロースク　　　ールを取り巻く環境は近年激変しています。今回の特集記事では、
早稲田大学法務研究科の学生にお集まりいただき、現役　　　学生の悩みや生活のリアルに迫っていきたいと思います。
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―― 本日（令和4年7月30日）は、山田さん、菊岡さん、相澤

さんには早稲田リーガルコモンズ法律事務所にお集まりい

ただき、鈴木さん、伊藤さん、豊田さんにはZoomを繋いで

ご参加していただきながらハイフレックス（HyFlex：Hybrid-

Flexible）型の座談会を設定させていただきました。昨日まで

は皆さん期末試験を受験されていて、お疲れのところかとは思

いますが、お集まりいただきありがとうございました。手ごた

えはいかがでしたか？（笑）。

負担の軽減を図るための方策として、令和5年度司法試験から、

新たに、法科大学院の学生は一定の要件を満たせば在学中の3

年次に司法試験を受験することができるようになりました。在

学中受験の資格を得るためには、司法試験が行われる日の属

する年の3月末日までに、法律基本科目やその応用科目並びに

選択法科目について所定の単位数を取得することが必要にな

るようですね。

菊岡　そうですね。在学中受験の資格を得るために2年生のう
ちに履修しなければいけない科目が決まっています。学期ごと
の取得上限単位数との関係もあり、2年次の履修登録の際には、
自分の興味関心がある科目を選択するということが難しくなっ
ていますね。自分の裁量で選択することができるのは、唯一、
選択法（労働法、倒産法、知的財産法など）くらいになっている
と思います。
相澤　1年生は、2年生と比べて授業内で自分の裁量で選択で
きる科目の数に余裕がありますが、ロースクールで経験するこ

とを期待していた実務教育に触れるためには、エクスターンな
どにも積極的に参加する必要がありそうだなと考えています

―― 在学中受験制度について、3年生の皆さんはどのように受

け止めていますか？ 

山田　令和5年度司法試験については受験者数がこれまでより
大きく増えることが予測されるにもかかわらず、これに合わせ
て合格者数を大幅に増加させるといった見通しはない中で、来
年夏に初受験を迎える3年生の立場から率直に言わせてもらう
と、随分とタイミングの悪いところに入ってしまったと…（泣）。
―― そうですよね（笑）。令和4年度司法試験についていえば、

出願者3339名のうち1回目受験者が1729名（51％）を占めてい

ました。来年度からは在学中受験制度が開始されるということ

もあり、令和5年度司法試験については、1回目受験の受験者

数が単純に倍増するということにもなりそうですね。他方で、

合格率の激変を緩和するために合格者数を増加させるといっ

た措置がとられるか否かについては未だに公式なアナウンス

はなされていませんよね。

豊田　私としても、令和5年度司法試験の合格者数が大幅に増

2年生と、卒業後に1回目の試験を迎える3年生のために、それ
ぞれバランスの取れたカリキュラムの設定や履修環境が更に
整っていけば良いなと考えています。
―― 1年生又は2年生の皆さんは、在学中受験制度についてどの

ように考えているのですか？　私にはあまり想像できないので

すが、そもそも、3年次に司法試験を受験したいと思いますか？

菊岡　現在2年生の方はほとんどが在学中受験要件を充たすよ
うに受講科目を選択していると思います。
相澤　私の知っている限りにはなりますが、未習1年生クラス

（20数名）のほとんどが在学中受験資格を得ることを前提とし
た履修登録をしているかと思います。
―― なるほど。ロースクールの修了生がライバルになる在学

中受験はやはりチャレンジングといった印象でしょうか？

菊岡　そうですね、3年次で司法試験に挑戦するためには早い
時期から計画的に勉強を進める必要がありますし、準備期間
が十分でない在学生が修了生と同じ土俵で張り合うことがで
きるのか、不安はありますね。ただ、在学中から司法試験を経
験できることは必ずメリットになると思いますし、「受け控え」
していても法曹コース３＋２の制度などを利用して進学してき
た優秀な後輩がどんどん増えてくることも見込まれるので、や

はり在学中受験制度は利用したいと考えています。
相澤　司法試験は5回までの受験回数制限が課されています
が、在学中受験も1回目の司法試験受験としてカウントされて
しまうところは悩ましいです。ただ、社会人経験がある私とし
ては、いち早く法曹の仕事に就きたいという思いも強いので、
当面は在学中合格に向けて頑張りたいと考えています。

―― 次に、話題は変わりますが、コロナ禍でロースクール生

活を送っている皆さんの生活や悩みについて伺っていきたいと

思います。特に2020年から2021年にかけてのロースクール生

活は私には想像できないものだったのではないかと思います。

2020年4月に既修者入学された鈴木さんや伊藤さん、山田さん

のロースクール生活はいかがでしたか？

鈴木　私がロースクールに入学した時期は、まさに「未知のウ
イルス」が急速に感染拡大していた頃でしたので、社会生活に

も様々な制約が課されていて、そ
もそも大学に立ち入ることすらできませんでした。
　これに伴って、入学してから半年間は、①「対面授業」は一
度も実施されず、②オンラインで同時受講する「ライブ配信授
業」、又は、③オンラインで録画済みの授業動画を各人が任意
の時間に視聴する「オンデマンド配信授業」のいずれかの方法
によりを受講するしかありませんでした。
　特に、2020年の春学期の授業はほとんどが「オンデマンド
配信授業」でしたので、学生同士が授業中に交流するという機
会は限りなく少なかったように思います。週に数回「ライブ配
信授業」も実施されていましたが、多くの受講生は、画面オフ
の状態で授業に参加していたので、お互いの顔が見えるとい
うこともなかったです。
　2021年の春学期以降は少しずつ「対面授業」も解禁されてい
きましたが、卒業式まで一度も顔を合わせることのなかったク
ラスメイトもいましたね（笑）。
伊藤　私も、2020年の春に未修者として入学したのですが、
大学で「対面授業」を受けることができなかった不安は大きかっ
たです。入学当初は知り合いの同級生や先輩もいなかったの
で、周りの様子が全く分からず、何をすれば良いのか手探り状

加するとは考えていないので、例年に比べて、合格率は半減
してしまうのではないかと心配しています。
伊藤　私は、来年以降の司法試験で実際にどのくらい合格が
難しくなるのかについて、まだ確定的な情報はないですし、想
像することしかできないので、実感は湧いていないですね。
　ただ、在学中受験制度の開始に向けてカリキュラムの内容
が大幅に変更されたことについては戸惑いを感じることもあり
ました。例えば、来年在学中受験をする2年生に配慮するかた
ちで選択法の時間割が設定されていることとの関係で、これま
で3年次に受講できていた選択法の演習科目が半減するなどと
いった調整が行われました。
　今は過渡期ということで仕方ない側面もありますが、1年後
に司法試験が待ち構えているという意味で不安を感じている
のは、2年生も、3年生も同じです。少なくとも去年までの先
輩方が受けられていた最低限の演習科目数は確保されていて
ほしかったです。これからは、在学中に1回目の受験を控えた

相澤　私は今回初めての期末試験でしたが、思ったより体力
的にきつかったです。未修入学なので、勉強方法も模索しな
がら、なんとか試験期間の2週間を乗り切ったという感じです。
山田　昨年からロースクールの既修者向け試験の科目に会社
法が加わったので、その関係で、未修入学の方も、1年次から「基
礎会社法」という科目を履修するカリキュラムになったみたい
です。もともと未修1年次の勉強負担は大きかったですが、更
に大変になっているみたいですね。
菊岡　2年生もカリキュラムが大きく変わって、春学期の期末
試験の負担が重くなったと聞きました。昨年までは、民法や会
社法の講座については、その学習内容を大きく２分割にして、
春学期と秋学期に分けて開講していたのですが、今年から、春
学期にまとめて開講されることになりました。また、2年生の
うちから選択法科目についても履修しなければいけなくなりま
した。来年度から在学中受験制度が開始されることを見込んで、
様々な点で、カリキュラムの内容が変更されているようです。
―― 今、菊岡さんから、来年度より実施される在学中受験制

度のお話がありました。これまで司法試験を受験するためには、

法科大学院の課程を修了するか又は司法試験予備試験に合格

する必要がありましたが、法曹資格取得までの時間的・経済的

聞き手

徳勝 丈
弁護士

期末試験と履修科目について

在学中受験制度について

コロナ禍のロースクール生活について
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態でした。「オンデマンド配信授業」は試行段階だったこともあ
り、配信される動画の数や視聴にかかる所用時間が流動的で、
生活リズムを整えるのも難しかったです。
　外出するのは1週間に1回スーパーに買い物に行くだけで、
本当に1日誰とも喋らずに終わる日もかなりあったので、メン
タル的にもきつかったように記憶しています。クラスメイト
の一人が音頭をとってZoom飲み会を開いてくれたことがあっ
たのですが、その時に私が「人間と喋れるのがすごく嬉しいで
す！」って言ったらみんなに心配されちゃいましたね（笑）。
山田　2020年の春学期頃は、オンラインではありますが唯一
AA（アカデミック・アドバイザー）さん達が主宰する「AAゼミ」
だけがリアルタイムで講義を受講できていた機会だったので、
個人的にはとてもありがたく感じていました。ソクラテスメソ
ッド形式で行われた「AAゼミ」で初めてロースクールの授業の
雰囲気を知れたなと。
伊藤　私も入学直後の「AAゼミ」では山田さんと顔を合わせて
いたんですけど、1年越しに「対面授業」が実施された時に「あ！
山田さんってこんなに身長高かったんだ」ってびっくりしたこ
ともありました（笑）。
山田　（笑）。
―― そうなんですね（笑）。今「AAゼミ」のお話がありましたが、

コロナ禍に入ってから「AAゼミ」の参加者数は大幅に増えたよ

うですね。仲間内で自主ゼミなどを組んで勉強するという方法

が取りづらかったこともあったようですので、「AAゼミ」がそ

こを補完していたのかもしれません。

伊藤　生活面についてですが、コロナ禍でアルバイトの仕事
がお休みになり、数カ月間収入がない状況が続きました。そう
したなか、大学から奨学金を頂けていたおかげで、経済面で
の不安要素がなくなり、勉強に集中することができたと思いま
す。ロースクールの学生にとって、奨学金はすごく大事だなと
改めて実感しましたね。
山田　私も、2年次から奨学金を頂けることになったのですが、
その時はすごくうれしかったですね。先輩方に背中を押しても
らってるな、という気持ちにもなりました。コロナ禍でいろい
ろと大変でしたが、奨学金に恥じないように一生懸命勉強しよ
うというモチベーションにもなりました。
―― 2021年に既修入学された豊田さんはいかがですか？

豊田　私が入学した2021年には、「対面授業」と「ライブ配信
授業」を併用したハイフレックス型の授業がメインになってい
ました。ハイフレックス型の授業では、1週間ごとに、「対面授業」
に参加することができる「教場週」と、「ライブ配信授業」を受講
する「オンライン週」が学生毎に割り振られます。
山田　ハイフレックス型の授業では、敢えて「対面授業」に参
加せず、「ライブ配信授業」に出席してしていた学生も多かった
ですね。オンライン授業の方が効率が良いと考えている学生
や、遠方に住んでいる学生からは、むしろオンライン授業の方
が利便性が高いと捉えられていたようです。
―― 相澤さんは2022年に未修入学されたと伺っていますが、

今年度からの授業体制はどのようになっているのでしょうか？

相澤　今年度は、1年生は全て「対面授業」でした。先輩方のお
話を聞いていると、昨年度までの授業は、双方向的なコミュニ
ケーションが難しい予備校的な授業の雰囲気だったのかなと
感じました。先生から「相澤さん、どう思う？」と指名されて聞
かれた質問については印象に深く残りますし、やはり自分なり
に一生懸命に考えることになるので、個人的には今の授業体
制の方がやりやすいなとは思いました。

―― 皆さんは在学中受験制度の導入、コロナ禍など不確定要

素が盛りだくさんのロースクール生活を送っているわけです

が、どのような悩みを抱えているのか知りたいです。また、大

学に対して何か要望があれば教えてください。

鈴木　私の在学中は、教授や実務家の先生方とご飯を食べた
り、お酒を酌み交わしたりする機会は皆無でした。もちろん教
場で聞く話は勉強になりますが、飲み会の場でないと聞けない
本音や、生々しい実務事情もあると思うので、このような機会
を得られなかったのは残念だったなと思います。
　少しずつコロナの感染予防措置も緩和されてきているようで
すが、先生方と本音で語り合える機会が復活していけばいい
なと考えています。
豊田　私は法律事務所が主催するサマークラークに参加する
などして、今夏から少しずつ就職活動を始めていこうと考えて
いるのですが、コロナ禍ということもあって、いろいろな意味
で縦の繋がりを作るのが難しいところが悩みですね。
　コロナ禍の授業体制の影響もあって、同級生だけでなくロー
スクールの先輩方との繋がりも希薄なってしまったので、就活
事情について相談できるような先輩が身近にあまりいません。
1つ上の学年の先輩がどういった事務所に進学したのかという
ことが分かるだけでも就活についてイメージを持ちやすいと思
うのですが…これもコロナ禍の影響ですかね。
伊藤　私もエクスターンやサマークラークに参加して進路につ
いて考え始めているのですが、豊田さんが言った通り、私達の
学年は先輩方との繋がりがとても少ないので、就活などにつ
いて相談できる場所や機会を設けていただけるととてもありが
たいなと思います。
豊田　私は、大学側で空き教室などをもっと開放して、自由に
使わせて欲しいなと思うことがあります。

　感染拡大防止を意図してのことだと思いますが、学生が密
集しないように授業後は空き教室が閉鎖され、ラウンジやブー
スもグループ利用が原則としてできない状況となっています。
　大学内で自由に友人と喋る場所がなかなか見当たらないと
いうのは悲しいですね。感染予防対策を学生が率先して行う
ことを前提として、学生が自由に使えるスペースを増やして欲
しいと思いますね。
山田　私達が入学するまでは、ロースクール棟（27号館）は24
時間利用できていたと聞いているのですが、今では22時まで
には完全に閉鎖される運用になっています。できることであれ
ば、従来の通り、学生が24時間自由に学習できる環境を整え
て欲しいというのが私の要望ですね。
　コロナ禍の感染予防措置で大学に登校する学生数自体が減
ったことを背景に、管理コスト削減のために運用面の変更があ
ったのだとは思いますが、今年度から原則として全面的に「対
面授業」が実施されることとなり、大学施設の利用実態も少し
ずつ平時のそれに戻りつつあるように感じます。
 「終電時間まで勉強したい！」といったニーズは相当あると思
いますので、開館時間を深夜0時頃まで延長していただけるだ
けでもかなりありがたいですね。
―― なるほど、今は22時で完全にロースクール棟から退出し

なければいけないのですね。私が在学していた頃は、ロースク

ール棟が24時間利用できるということで、わざわざ早稲田近

辺に引っ越してきてまで、学習環境を整えようとしていた人は

かなりいたように記憶しています。私自身も午前1時、午前2時

頃までラウンジのテーブルを仲の良い友達と占拠しながら勉強

していたのを思い出しました（笑）。

―― 最後に、座談会を締めるにあたって、今の学生がどのよう

な法曹になることを目標として、ロースクールに入学し、また

司法試験を見据えた勉強に邁進しているのか教えてください。

鈴木　私は、弱い立場の人とか、本当に困っている人の助け
になりたいという思いから弁護士になりたいという気持ちが芽
生えました。
　弁護士を志すきっかけとなった素朴な正義感をいつまでも大
事に持って、その思いを個人としてしっかり体現できる弁護士
になりたいと考えています。
山田　私はロースクールに入学した当初はマチ弁になりたいな
と考えていたのですが、2年生になって民事実務基礎や刑事実
務基礎といった授業の中で裁判所からの派遣教官の方々と交流
するなかで、裁判官になりたいという気持ちが芽生えましたね。
　ご時世的に飲みに行ったりすることが難しいのが残念です
が、授業の後やオフィスアワーに自分から積極的に話を伺いに
行くと、いつもウェルカムに迎え入れてくれます。
　裁判官になること自体のハードルは高いですが、丁寧に事
件を扱うことのできる裁判官になりたいと考えています。
菊岡　私は高校生の頃から今に至るまで、ずっと検察官にな
りたいと考えています。弁護士として実現できる正義、検察官
として実現できる正義はそれぞれあって、「正義」という概念の

捉え方自体相対的だと思いますが、私としては検察官の立場
から国民全体の奉仕者として公共の利益のために活動するの
が性分に合っていると考えています。
　去年は検察庁が主催する体験型プログラムにも参加して実
務の一端に触れたのですが、特に捜査段階の取調べなどで活
躍できる検察官になりたいなと思います。
豊田　私は昔から漠然と弁護士になりたいとは考えていたの
ですが、ロースクール在学中に企業法務を取り扱う事務所の
インターンシップに参加したことで、特に若く体力が満ち溢れ
ているうちにチャレンジングな案件にたくさん関わりたいとい
う気持ちが大きくなりました。できるだけ早いうちに弁護士と
してのスキルを磨くと同時に、自分の限界も知りたいなと。
　今は会社規模の訴訟など、スケールの大きな事件をチーム
で取り扱うことに憧れを抱いているので、そのような環境で働
くことができれば良いなと考えています。今夏も、大手企業法
務事務所を含むいくつかの法律事務所が主催するサマークラ
ークに参加して、少しでも目標に近づこうと考えています。
相澤　私は、ロースクールに入学するまで、一般企業の法務
部や知的財産部に所属していたのですが、案件の相談や業務
の依頼をするという形で、弁護士の方々と関わらせていただ
くことがありました。その際に、企業側がどのような背景の下
で、どういった点に困っているのかを的確に理解していただけ
ると、案件がよりスムーズに解決するのだなと思い、目の前の
課題だけでなく、関連する事情や相手の置かれている状況等
も正確に理解したうえで案件に対応することのできる法曹にな
りたいと考えています。
　また、私が勤めていた会社には、企業内弁護士も多く所属し
ていたのですが、そういった方々が専門的知見を発揮して社内
で活躍されるお姿に影響を受け、私も法曹資格を取得して、イ
ンハウスロイヤーとして会社関係の法務を扱う弁護士になりた
いと考えるようになりました。訴訟などのトラブルに発展した
状況で、紛争解決に向けて率先して対応することはもちろん、
事業部等からの漠然とした相談に対しても、的確に道筋を提示
し、事業の成功に貢献できる法律家になりたいと考えています。
伊藤　私は、もともと人権問題に関心があり、弁護士として
人権問題に関わる活動に携わりグローバルに活躍したいと考
えています。
　ロースクールに入学する前は、法学研究科で研究をしてい
たのですが、国際人権法の分野で『ビジネスと人権』をテーマと
した修士論文を執筆しました。
　最近は『ビジネスと人権』に関する話題も少しずつ耳にする
ようになりましたが、まだまだ実務として取り扱える弁護士は
多くないとの印象を持っていますので、私自身がその分野で活
躍できる存在になれるように頑張っていきたいと思います。

―― 熱い思いを語っていただき、ありがとうございました！　

私自身も、ロースクール在学中に思い描いた理想とする弁護士

になれるよう、これから一層身を引き締めて業務に取り組んで

いこうと思います。本日は貴重なお時間を割いていただきあり

がとうございました！

巻 頭 特 集

学生の悩み・要望について

目指す法曹像について
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活 動 報 告
稲門法曹会は、年間を通してさまざまな活動を行っております。
2021年度は新型コロナウイルスの影響で、多くの活動がオンライン開催となりました。

稲 門 法 曹 会 ・ 早 稲 田 大 学 　 2 0 2 2 年 度 ス ケ ジ ュ ー ル
オンラインで開催するイベントも予定されています。全国各地からのご参加をお待ちしています。

2022 年 6月4日（土）	 常任理事会（オンライン）

7月20日（水）	 講演会企画（オンライン）

9月6日（火）	 司法試験合格発表

10月15日（土）	 総会・記念講演会・合格祝賀会

10月23日（日）	 稲門祭

2023年 1月	 	 箱根駅伝

3月	 	 常任理事会

3月	 	 卒業式

理事会・総会・記念講演会（2021年 10月）

理事会では会計報告がされ、総会では同報告の他、会員管
理システム移行について説明が行われました。
記念講演会では検事の稲川龍也先生に「検察改革10年と刑事
司法の展望」のテーマでご講演いただきました。講演の動画
は会員管理システム「シクミネット」上に掲載されています。

講演会企画

●第1回（2021年7月8日）
新型コロナ禍での個人の私的整理・個人再生・破産～コロナ
禍で苦しむ個人事業主を中心として～
・講師：佐藤三郎先生
・講師：島田敏雄先生

●第2回（2021年7月29日）
新型コロナ禍での中小企業の事業再生・廃業～コロナ禍で苦
しむ中小企業を中心として～
・講師：堀口真先生

●第3回（2022年3月15日）
非上場会社における少数株主対策～譲渡承認請求に対する
対応、散化した株式の集約方法を中心に～
・講師：宮島哲也先生

法務研究科学生との個別交流会

法務研究科在学⽣1～ 2 名と稲⾨法曹会員1名との個別交流
会を夏と冬に開催しました。Zoom を利⽤したオンライン形
式で、1時間程度、⾃由に質疑応答等を⾏いました。

総 会 報 告
2021年10月2日（土）、2021年度稲門法曹会総会がオンライン上で行われました。

総会出席状況

参加者58名、委任状49名、計107名

会計報告
収入 支出

項目 金額 項目  金額
前年度繰越金 6,951,028 委託費 3,300,000
会費 6,000,000 会合費 235,000
受取利息 61 印刷費 257,950
記念品売上 ー　 会報作成費 1,600,445
祝金 　ー 記念品代 0
広告収入 （会報） 20,000 事業費 307,459
寄付 511,737 通信費 12,496

システム運用費 123,156
  稲門法曹奨学金 580,000
  旅費・交通費 0
  謝金 100,000
  新システム導入費 973,126

小計 7,489,632
次年度繰越金 5,993,194

合計 13,482,826 合計 13,482,826

法学部の現状について

報告：田村達久法学部教授
法曹コースについて
早稲田大学では定員を設けないプログラム方式を取り、350
名の希望者がありました。法曹志望者の裾野を広げること
が重要であり、来年度より「先般科学技術と法」コースを設
置する等、法学部に興味を持ってもらう戦略を考えている
とのことです。

法務研究科の現状について

報告：松村和徳法務研究科長（常任理事）
令和3年度司法試験の結果について
合格者数は全体2位、合格率は全体4位となり、全国平均を
大きく上回りました。半数以上が一度目の受験で合格して
います。また女性法曹の輩出に注力していたところ、女性
の合格率も全国平均を上回っています。

今年度の結果は学生たちの頑張りが大きく、また稲門法曹
会の若手OBOGに協力いただいているAA（アカデミック・ア
ドバイザー）制度の成果も現れております。引き続きご協力
いただきたいと語られました。

新たな法曹養成制度がスタート
今年から学部3年＋法曹コース2年という新たな法曹養成制
度がスタートいたしました。優秀な学生の支援のためにも
奨学金寄付等稲門法曹の協力の必要性が語られました。

事業実施報告

秋山事務局長より、会費納入状況及び稲門法曹奨学金寄付状
況、各種会合、メールマガジンの発行、Webサイト・SNS の運
営、会報発行、稲門法曹への寄付協力依頼、会員管理システ
ム移行等の事業実施状況が資料に沿って報告されました。

河﨑事務局次長より、会員管理システム移行について、移行
の経緯とシステム登録方法について説明が行われました。

常任理事会（2021 年 6・10 月、2022 年 3 月）

過年度の事業報告・決算決議、今年度の事業計画決議の他、
会員管理システム登録状況・稲門法曹奨学金への協力・各支
部事務局の活性化等について活発な議論がなされました。
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　第1回（2021年7月8日）・第2回（7月29日）は、連続企画とし
て新型コロナウイルスによる影響を受けた事業の再生に関す
る講演でした。
　第1回は、管財事件等を多く手掛けている佐藤三郎先生（第
一東京・佐藤三郎法律事務所）、島田敏雄先生（第一東京・LM
法律事務所）より、個人事業の再生に関するお話をしていた
だきました。自然災害債務整理ガイドライン等の指標を実務
のご経験も踏まえ、各項目について丁寧にご解説いただき、
内容盛りだくさんのご講演でした。
　第2回は堀口真先生（第一東京・阿部・井窪・片山法律事務所）
に中小企業を対象とした再生に関して取り上げていただきま
した。堀口先生は中小企業再生支援全国本部に所属されるな
ど豊富な実績があり、講演でも実際にご経験された事例を具
体的な数字も示してご紹介されるなど、実務家の悩みどころ
とその対応策や考え方を知ることができました。
　本稿執筆時（2022年6月）は新型コロナウイルスの感染は比
較的収まってきており、社会がコロナ前に戻ろうとしていま
す。ただ、コロナ貸付等の各種措置で延命を図っていた企業・
事業主への影響がいつ出始めるのか、また変革した日本社会
や揺れ動く世界の状況がどのようなインパクトをもたらすの
かは未知数です。個人事業主や中小企業が、より一層翻弄さ
れていってしまう可能性もあります。様々な諸手当が用意さ
れているなかで、「破産」という手段を安易に取るべきではな
く、他の再建手続きを検討すべきであると先生がおっしゃっ
ていたのが印象的でした。
　本講演では2回にわたり、再生の現場の最前線でその手腕
を振るっていらっしゃる先生方にご講演いただき、来るべき
フェーズに向けての（もしかしたら、本講演の後、既に事件
の相談を受けた方もいらっしゃるかもしれませんが）一助に
なったものと思います。
　第3回（2022年3月15日）は、宮島哲也先生（第一東京・梶谷
綜合法律事務所）を講師に迎え、「非上場会社における少数株
主対策～譲渡承認請求に対する対応、散化した株式の集約方
法を中心に～」というタイトルで、非上場会社の少数株主対
策につきご講演いただきました。日本全国各地では多くの中

小企業が事業を行っています。しかし、その株式の管理につ
いては十分でない企業が多いことも、また確かです。そうい
った企業のサポートの一環として、少数株主対策や、分散化
した（時には行方が分からなくなった）株式の集約・回収に臨
まなければならない場面があります。特に、現在中小企業の
承継問題が全国各地で深刻な問題となっています。次世代へ
の会社承継には安定した基盤づくりが欠かせませんし、第三
者への承継（M&A）を行うにしても株式を集約することは大前
提になってきます。
　講演会の中では、会社法の基礎的な部分から、各手続きに
ついての実際を宮島先生の実体験に基づきお話いただくこと
ができ、実践的な内容も含まれておりました。例えば、株式
買い取り請求の段になると裁判所は比較的高額の株価算定を
行う傾向があり、そのリスクと費用と手間を考えると、裁判
所の手続による解決よりも任意での交渉での買い取りを行う
ことが望ましい場合が多いというようなお話などがあり、専
門家としての知見にあふれたご講演をしていただくことがで
きました。
　なお、第3回講演より、稲門法曹会事務局では、シクミネ
ットを活用しています。
　講演の参加申し込み機能はもちろんのこと、講演会のアー
カイブ動画も掲載し、講演会に参加できなかった方々に対し
て無料で期間限定公開を行っています。今後の講演会も同様
にアーカイブ動画を掲載させていただく予定でいますので、
是非ログインしてみてください。
　稲門法曹会では、今後も会員の皆様向けの講演会を企画し
て参ります。講演会で扱ってほしい内容や、講師を募集して
おりますので、自薦他薦問わず事務局までご連絡ください。

稲門法曹会では、毎年会員の皆様に向け、
講演会企画を開催しています。
本年度は個人事業主・企業を中心とした、
ビジネス的な観点からの講演会が行われました。

第 1 回
第一東京・
佐藤三郎法律事務所

佐藤三郎先生

第 2 回
第一東京・阿部・井窪・片山
法律事務所

堀口 真先生

第 1 回
第一東京・
LM法律事務所

島田敏雄先生

第 3 回
第一東京・
梶谷綜合法律事務所

宮島哲也先生

　本シンポジウムは、本研究科が取り組むFLP（Female 
Lawyers Project）※を担うメンバーが中心となり企画・開催す
るものであり、今回の開催をもって８回目を迎えました。事前申
込者は136名（その多くは大学生）にのぼり、「女性法律家」とい
うテーマが多くの方々の関心事であることが示されました。
　本シンポジウムは、大要、早稲田大学法学部をご卒業された
松下裕子検事（法務省人権擁護局長）に「ドラマとはちょっと違う 
女性検事のこれまでとこれから」というタイトルで基調講演を行
っていただきました。その後、パネリストとして北島志保弁護士、
惣谷恵弁護士および早川友希弁護士からご自身の業務や職場環
境のあり方などについてお話しいただき、休憩をはさんだ後に
参加者からリアルタイムで寄せられる質問に対して、各ご登壇
者の方々にご回答していただくという流れで進行しました。
　ご登壇者のお話はいずれも興味深いものでありましたが、そ
のなかでも松下検事の「一度女性が就けば『当たり前』になってい
くはず」というお話が印象的でした。男性検事しか就いたことが
ないポストであったとしても、一度女性検事がそのポストに就
けば、そこで一緒に働く仲間にとってはそのポストに女性検事
が就くことも自然（当たり前）になり、「男性じゃないとできない」
という発想は持たれなくなっていくというお話です。
　暴力団事件を扱う暴力係に女性検事が配点されるなどの、「女
性初」という配点が増加していることに加えて、松下検事ご自身
が「女性初」をご経験されてきたこともあり、説得力のあるお話
でした。
　質疑応答においては、「女性」という視点からの質問はほとん
どなく、むしろ法曹に対する一般的な質問（法曹になるにあたっ
ていま何を経験すればよいか、検察官の留学の目的、ロースク

ールでの勉強法など）がそのほとんどを占めました。このことは
法曹を目指すうえで女性であること、それ自体がマイナスに働く
のではないかという懸念が払しょくされつつあるのではないか、
と肯定的な捉え方もできると思います。
　他方で、実態としては、法曹における女性の割合はいまだ2割
程度に留まり、特に弁護士にとっては、産前・産後休暇、育児休
暇、短時間休暇等を十分に取得できる職場環境はまだまだ限ら
れていると思われます。これらの休暇を適切に取得できるか否
かは所属する弁護士事務所次第という側面があり、弁護士業界
のあり方が問われることになるでしょう。
　本シンポジウムが、今後の法科大学院における女子学生の修
学環境や、法曹会における女性法曹の就労環境に対する理解を
深めるものとなったのであれば幸いです。

※FLPは、（1）学生に長期的な法曹としてのビジョンを持たせることを目的とした、
社会で活躍する女性法曹を招いた講演会等の実施、（2）学生が身近なロールモデル
やメンターを得ることを目的とした、身近な女性法曹との交流会の実施、（3）女性の
学生に対する具体的な学修支援等の実施を活動の3本柱に掲げており、本シンポジ
ウムはこれらの活動の一環として行われたものである。

　稲門法曹会では、有志の方を募り、2022年4月18日に、非上
場会社法研究会を発足いたしました。副会長の土岐敦司先生を
旗振りに、若手を中心とした弁護士15名・研究者3名が現在のメ
ンバーです。
　本研究会は、非上場の企業に適用される会社法及び関連法令
に関する勉強会・検討会を中心に活動をしております。既に2回

の開催を行っており、今後も定期的な勉強会や具体的な事例検
討を行っていく予定です。Zoomを利用した研究会ですので、全
国の会員にご参加いただけます。興味がある方は、稲門法曹会
事務局の松坂拓也（Kollect京都法律事務所・京都）までご連絡く
ださい。

お問い合わせ matsuzaka.law@gmail.com

早稲田大学大学院法務研究科（以下「本研究科」）が主催する、表題のシンポジウム（以下「本シンポジウム」）が
2022年6月18日（土）14:00～17:00にかけてオンライン開催されました。

（共催：千葉大学大学院専門法務研究科及び琉球大学大学院法務研究科、協力：中央大学大学院法務研究科）

「ロースクールに行こう!
女性法律家はこんなに面白い!!」

稲門法曹会 非上場会社法研究会

FLP講
演会

ご 紹 介
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　2010年に早稲田大学の法科大学院を修了した後、66期司法
修習生として金沢で修習をし、その後金沢で弁護士として活動
しています。
　現在は、刑事事件や一般民事、家事事件などに取り組んでい
ますが、刑事事件の割合が金沢の弁護士の中ではかなり多い方
であるため、例年、修習生向けに模擬接見を行ったり、もっぱ
ら刑事事件を見ていただく目的で、他の弁護士の修習生を受け
入れたりしています。

　法科大学院では成績が良好というわけではありませんでした
が、勉強や日々の生活に苦労する中で、高野隆先生の授業や、
高橋則夫先生の授業が一種の清涼剤のように機能したらしく、
刑事弁護に対する関心が強くなりました。
　則夫先生の修復的司法の授業では、「『更生』とは『更に生きる』
と書くのであり、正しくなる（更正）と書くのではない」という
話を聞いたことが印象に残っています。犯罪の成立に争いのな
い量刑事件においても、私は、依頼者の方々に心を入れ替えて
正しい人間になるように求めることはしません。量刑事件にお
いては、依頼者の釈放を早めたり刑を軽くしたりすることこそ
が弁護人の本来の役割だと思いますが、依頼者が正しい人間に
なるべきだということを弁護人が考え始めると、この弁護人の
本来の役割を見失い、弁護活動が揺らいでしまいかねないと思
うのです。犯罪をしないで生きていくことと、正しい人間にな
るということは、全く違うと思います。こうした弁護人の本来
の役割を見失わないようにするというのは、仕事をする上で常
に大切にしていることです。
　このような弁護人としての基本姿勢は、高野先生の授業や刑
事クリニックからも影響を受けていると思います。

　刑事クリニックでは様々な経験をしましたが、中でも印象に
残っているのは、私が弁論を起案したときのことです。法廷で
高野先生が実際にスピーチした内容は、私が起案したものとは

かなり違っていたのですが、その日たまたま法廷で高野先生の
弁論を傍聴していた知人の弁護士に、高野先生は「彼が原稿を
作ったんだ」と言って私のことを紹介してくださいました。こ
の出来事は、私が修習生や自分よりも期が下の弁護士と関わる
ときには、常に念頭に置くようにしています（実践できている
かどうかはわかりませんが…）。
　また、司法試験の合格発表の直前にも印象深い出来事があり
ました。その頃、私は、三重県に1週間ほど泊まり込んで派遣
のバイトをしていたのですが、ある晩、4畳半ほどの相部屋の
寝室で携帯を見ていると、高野先生が弁護人を務める刑事事件
の最高裁判決が出たというニュースが目に入ってきました。同
種前科による事実認定についての判決です（最判平成24年9月
7日刑集66巻9号907頁）。当時、司法試験は３回までしか受験
することができず、この時の私は最後の３回目の合格発表を直
前に控えている状況だったのですが、このニュースを見て不思
議と励まされたことを覚えています。
　高野先生には、刑事弁護だけでなく、憲法上の権利を大切に
するという弁護士としての基本的な姿勢や、法律問題へのアプ
ローチの方法においても強く影響を受けたと思います。高野先
生が代表を務める東京法廷技術アカデミーのワークショップ
は、今でも定期的に受講しています。

　一番はごはんがおいしいところです。石川に遊びに来てくれ
る友達を案内できるように、県内の色々な場所を実況見分して
います。おすすめは能登半島の方で、温泉、酒蔵、輪島塗の工
房など、好きなところがたくさんあります。
　機会がありましたら、ぜひ石川県に遊びに来てください。

ーーありがとうございました。

たと考えています。このように、難しい紛争について、自分自
身が納得した考えに基づいて最終的な判断を行うことができる
ことが、裁判官の仕事のやりがいだと感じました。

　
　裁判官は公務員であり、事件に対する姿勢として事件を配点
される受け身の立場です。そのような裁判所の組織から抜け出
して、色々なことに関与していくことのできる民間経験を積み
たいと考え、弁護士職務経験制度に応募しました。
　現在は、札幌弁護士会の小寺・松田法律事務所（札幌事務所）
に所属する弁護士として、企業法務や一般民事を中心に多種多
様な案件を取り扱っています。顧問先に同行させてもらったり、
法テラスの案件を取り扱ったり、国選の刑事弁護を受任したり
と、ボス弁の小寺先生を始め、事務所の先生方には大変心遣い
を頂きながら、日々、弁護士でしか経験できない業務に触れる
ことができています。

　弁護士になってみて思うのですが、裁判官の一言に対する代
理人の目のとがらせ方は驚きましたね。準備書面を作成するこ
との労苦をひしひしと感じています。絵空事かもしれませんが、
合理的な審理期間を考慮しつつ、代理人にもある程度配慮でき
る裁判官になろうかなと（笑）。
　また、裁判所にいた頃は、裁判記録を読み込むことの大変さ
はありましたが、当事者と関わる機会は少なく、純粋に事件と
向き合うことができていたと思います。他方で、今は、弁護士
としてクライアントと直接向き合わなければならないために、
対応に悪戦苦闘する機会が増えました。当事者と対峙した際の
コミュニケーション方法について改めて考えさせられることも
多かったので、この経験は裁判員裁判での評議での場面や、本
人訴訟を指揮する際にも生かしていきたいなと考えています。

　意識しておいてほしいのは、授業やAAゼミなど様々な場面
で情報に接することがあると思いますが、それらをまずは一度
受け入れたうえで、自分なりにかみ砕いて理解すること、また
自分なりに考えたことを言葉で表現することを大事にして欲し
いということです。そうしたトレーニングが、司法試験ひいて
は実務の場でもきっと役立ってくると思います。

ーーありがとうございました。

　私は、岐阜県出身で、中央大学法学部から早稲田大学法務研
究科に進学しました。司法修習期は71期で、平成31年1月に
名古屋地方裁判所判事補として任官しました。今年の4月から
弁護士職務経験制度を利用して、札幌弁護士会に所属する弁護
士として活動しています。

　名古屋地裁に着任して初めの2年間強を民事部（通常部）、残
りの1年間を刑事部で過ごしました。
　民事部時代は、国賠訴訟や建築訴訟なども経験しましたが、
割と踏み込んだ判断など、自由に判決を言い渡すことができた
ことがとても印象に残っています。当時は合議事件のみを担当
する左陪席として執務に当たっておりましたが、80件前後の
手持ち事件があり、とても忙しい時間を過ごしました。合議事
件では右陪席も裁判長も私の意見をよく聞いてくれましたが、
私が起案した判決文は右陪席から大幅に赤を入れられて「血の
海」状態になっていました（笑）。さらに裁判長に起案が上がる
ともはや別起案（？）状態に陥っていました（笑）。好みの表現以
外の部分に関していかに出血量を減らせるか、を念頭に日々業
務に取り組んでおりました。
　刑事部に所属していた頃には、地方自治法違反事件や不正競
争防止法違反事件といった複雑難解な訴訟を担当したことや、
無罪判決の第一案を起案したことを良く覚えています。他に
も、4件の裁判員裁判（殺人未遂事件2件、覚せい剤密輸事件1件、
現住建造物放火事件1件）も経験することができました。名古
屋地裁刑事部には専門部は無いこともあって、あらゆる事件に
触れました。手持ち事件は15件程だったので、民事部と比較
すれば、一つの事件にかけられる時間は多かったのではないか
と振り返って感じています。もっとも、事件数こそ違いがあり
ますが、民事と刑事とでは、事件の進み方、法廷での手続の時
間などに大きな差があり、一概に事件数のみで比較できない忙
しさがどちらの部でもあったと感じる次第です。

　裁判所に持ち込まれる問題・紛争は、正解のようなものが存
在しない事例がほとんどであり、その種の事件に対し、一定の
解決の筋道を示すことができるのが裁判官の魅力だと思いま
す。混沌とした課題に対して自ら筋道を導き出し、それが社会
に対して通用力を持つことは、大きな責任感とやりがいを感じ
ます。平たく言うと、「裁判官は事件の最終的判断を決するこ
とができること」に魅力がある職業ではないかと感じています。
私は、名古屋地裁の民事部に所属していた頃、高層ビル群の中
に立地する幼稚園の運営主体が、そのすぐ南側に高層マンショ
ンを建設した事業者を相手取って、日照権侵害などを理由に損
害賠償請求を行った事件を担当しました。その事件では、開発
による経済的な発展という側面を考慮しつつも、幼稚園側の事
情も汲み取りながら、柔軟かつ合理的な筋道を示すことができ

簡単に自己紹介をお願いします。

簡単に自己紹介をお願いします。

弁護士の仕事の魅力を教えてください。

最後にロースクールの学生へ
一言お願いします。

刑事事件に関心を持ったきっかけは
なんですか。

刑事クリニックなどでの
高野先生との思い出はありますか。

稲門法曹を
訪ねる旅
全国各地で活躍されている稲門法曹の方に
お話を伺っていきます。
今回は、修習生もインタビュアーに加わり、
先輩の中澤聡弁護士と髙橋祐二弁護士に
お話をお聞きしました。

最後に石川県の好きなところを
教えてください。

聞き手
75期司法修習生
尾川 佳奈／杉本 きり

（金沢修習）

聞き手
弁護士（71期）稲村 宥人
弁護士（73期）徳勝 丈

敦賀法律事務所

中澤 聡 弁護士（金沢弁護士会）

小寺・松田法律事務所

髙橋 祐二 弁護士（札幌弁護士会）

現在、弁護士職務経験を積まれている理由や、
弁護士としてどのような業務を行っているのか
教えてください。

弁護士として見る裁判所はどのように映ります
か？　また、弁護士経験を踏まえて裁判官の職務
に生かしていきたいことがあれば教えてください。

名古屋地裁ではどのような裁判官生活を
過ごされましたか。
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弁護士

弁護士辻本 紗支子
つじもと さえこ

第二東京弁護士会

①企業法務
②労働法実務(小林譲二先生)
③高田牧舎、GOSSOU
④中央図書館、8号館
⑤食べ歩き、料理、映画鑑賞
⑥社会に貢献できる弁護士になれるよう、一生懸
命業務に取り組みます

弁護士山田 悠
やまだ はるか

京葉船橋法律事務所
①子ども関連、家事事件　②子どもと法（棚村先生）、
憲法（中島先生）、刑法（遠藤先生）、その他たくさん
ありすぎて書ききれません　③ラーメン巌哲の塩鴨
なんば　④２階のラウンジ。皆で勉強したのがとて
も楽しかったです　⑤家庭菜園、子どもに洋服作る
こと、子どもとバレエ鑑賞すること　⑥子どもの権
利を保障するための様々な活動をしたいと思ってい
ます。少しでも役に立てるよう、頑張ります！

弁護士加藤 滉樹
かとう こうき

東京ブライト法律事務所
①企業法務全般/倒産・事業再生　②刑事訴訟法綜
合（酒巻先生）、民法応用演習（磯村先生）、英米法
基礎（宮川先生）　③學会、GOSSOU、金城庵の上
かつ丼フェア、わせ弁の茄子カラ弁当、ナンバー
ワンの一平ちゃん　④27号館3階ラウンジ　⑤バス
ケットボール、麻雀、将棋、ゴルフ　⑥早稲田ロー
で勉強していた当時の情熱を忘れず、稲門法曹の名
に恥じぬよう日々研鑽を積んでいきたいと思います

弁護士利光 健作
としみつ けんさく

東京弁護士会
①企業法務全般
②多すぎて答えられません
③麺爺、麺珍亭、田乃休
④8号館のホワイエ
⑤野球、ゴルフ
⑥社会に貢献できる法曹になれるよう精進していきたいと思います

弁護士 弁護士渡邉 美佳子
わたなべ みかこ

ヴィクトワール法律事務所
①刑事事件、家事事件
②刑事模擬裁判
③麺爺、メルシー、海峡
④休み時間のおしゃべり、ウェルカムロースクー
ルの活動
⑤史跡・神社巡り
⑥一つ一つの事件としっかり向き合い、どんな
困難にも諦めず挑み続けます！！

髙橋 知稀
たかはし かずき

浜通り法律事務所
①一般民事全般、刑事事件
②商法応用演習（福島洋尚先生）
③図星
④2階ラウンジ
⑤お酒、YouTube、漫画
⑥粘り強く事件に取り組んでいきます

杉山 莉奈
すぎやま りな

弁護士法人 ALG&Associates 東京法律事務所
①家事事件、刑事事件等
②民法（山野目先生）
③生協の枝豆チーズ塩こんぶおにぎり
④延期に伴う会場変更により、司法試験を早稲田
キャンパスで受験しました。自分が学んできた場
所で受験できたことは、良い思い出になりました
⑤絵を描くこと
⑥日々の勉強を怠らず、精一杯頑張ります！

弁護士森㟢 蓮
もりさき れん

法律事務所 ASCOPE
①一般民事、労務分野
②刑事訴訟法(酒巻先生)、労働法演習(小林譲二先生)、刑法応用演習(松原・菊地
両先生)、経済刑法(田山先生)
③武道家、吉田チキン、武蔵野アブラ學会、図星
④8号館4階ラウンジ(友人とロー入試の勉強をしていた)
⑤サウナ
⑥不安が多いですが、1日でも早く自信を持てるように頑張ります

弁護士福島 悠生
ふくしま ゆうき

富山中央法律事務所
①一般民事・家事、弁護団事件、環境訴訟
②和田先生の授業全般
③わせ弁
④鳥やろー(今は亡き早稲田店）
⑤BBQ
⑥何事にも挑戦していきます！

弁護士知念 満里亜
ちねん まりあ

森・濱田松本法律事務所
①企業法務全般
②金融担保法（白石先生）、捜査法（鈴木先生）　
③武道家
④ローのラウンジ
⑤ゴルフ、映画鑑賞、旅行
⑥様々な面から社会に貢献できるような弁護士に
なりたいです

新人法曹の抱負
今期も多くの稲門法曹が誕生しました。
ここでは、74期の新人法曹の中から
18名の方をご紹介します。

青木 良太
あおき りょうた

TMI 総合法律事務所
①企業法務
②民事弁護実務(吾妻望先生)
③ジム帰りの武道家
④学部ではいっぱい遊び、ロースクールではいっ
ぱい勉強しました
⑤映画鑑賞、料理
⑥弁護士として、日々成長していきたいと思って
おります。よろしくお願い致します

山内 志織
さんない しおり

東京法律事務所
①労働事件(労働者側)、一般民事事件　②法政策論、
民法応用演習、子どもと法、労働法演習　③麺爺の
油そば　④学部時代は早稲田祭運営スタッフとして
サークル活動に明け暮れていました。ロースクールの
自習室も含め、早稲田大学の構内のあらゆる施設が
思い出深いです！　⑤散歩、旅行　⑥法律の専門家
として、依頼者の皆さまのご相談に誠実に向き合い、
紛争解決に向けて精一杯努力していきたいと思います

弁護士

増田 亮太
ますだ りょうた

西村あさひ法律事務所
①金融法務
②会社法、商法応用演習（福島洋尚先生）
③図星
④27号館3階ラウンジ
⑤テニス
⑥早稲田の先生方・諸先輩方・後輩の皆さんに恥
じないように精進していきます

弁護士 藤井 祐輔
ふじい ゆうすけ

森・濱田松本法律事務所
①企業法務全般　②金融担保法（白石先生）、倒
産法（山本先生）、商法応用演習（福島先生）　③
図星、尾張屋、麻の葉　④大隈庭園　⑤旅行、
グルメ、テレビ鑑賞、料理、ゴルフ　⑥弁護士
として第一歩を踏み出すことができて嬉しく思
うとともに、少しでも早く一人前になれるよう
精進して参りたいと思います。宜しくお願い致
します

弁護士

弁護士

千村 大樹
ちむら たいじゅ

東京弁護士会
①知的財産、メディア、テクノロジー
②リーガルネゴシエーション
③劔
④ロータリー
⑤酒、筋トレ
⑥勇気凛凛

弁護士 弁護士田中 頌子　
たなか しょうこ

シティユーワ法律事務所
①倒産法
②倒産法(山本研先生)
③Vege ++ Coffeeのタコライス
④大隈庭園で日向ぼっこをしたこと
⑤美味しいもの探し、音楽を聴くこと
⑥目指してきた弁護士になることができ、とても嬉しく思うと同時に、日々の業
務に責任感を持って取り組み、成長していかなければと身の引き締まる思いです。
何卒ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします

弁護士吉岡 勇
よしおか いさむ

弁護士法人モノリス法律事務所
①一般企業法務、ファイナンス業務
②民法応用演習（中田裕康先生）
③メルシー
④401号室
⑤旅行、シュノーケリング
⑥弁護士として、人として、成長し続けること
を大切にしたいです

弁護士向 洋輝
むかい ひろき

フォーサイト総合法律事務所
①IPO、M＆A、企業法務全般
②民法入門演習（瀬川信久先生）
③麺爺
④穴八幡宮
⑤ハイキング、競馬
⑥人生を楽しく、充実したものにしていきたい
と思います

①取り扱っている、

　または挑戦したい業務分野

②好きだった講義

③好きだったワセメシ

④早稲田での思い出 or 思い出の場所

⑤趣味
⑥抱負・最後に一言 
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近畿法曹稲門会のご紹介／その歩み
近畿法曹稲門会という組織をご存じでしょうか。
稲門法曹会は全国の法曹を会員とする稲門会ですが、近畿法曹稲門会は近畿ゆかりの法曹関係者で構成される稲門会組
織です。非常に活発な活動をされており、近畿における稲門法曹のよりどころとなっています。
本稿では、そんな近畿法曹稲門会に関して、同会代表幹事である弁護士の森本宏先生（弁護士法人北浜法律事務所代表・
北浜グループCEO、大阪弁護士会）に紹介頂きます。

　春名副会長から、突然、「近畿法曹稲門会の歴史や活動内
容についての実績を写真とともに纏めよ」との依頼が来て、
慌てふためき先輩諸氏にお力添えをいただきながら書き始め
たところです。
　申し遅れましたが、私は近畿法曹稲門会の代表幹事を拝命
している大阪弁護士会所属の森本宏（39期）です。
　まず、当会の会員資格ですが、「早稲田大学あるいは早稲
田大学大学院出身の弁護士、裁判官、検察官その他法律関係
の教員、研究者のうち近畿地方在住のもの」となっています
（規約第2条）。
　総会は、最低年1回開催し、総会で選任された代表幹事と
会計幹事及び若干名の幹事で会の運営を担っています。現在
の幹事は、代表幹事の私と会計幹事の三笘孝さん（52期）、幹
事の阪口博教さん（60期）の3名です。
　現時点でご入会いただいている会員数は、大阪166人、京
都19人・兵庫40人・滋賀7人・奈良11人・和歌山10人の合計253
人です。地理的に近畿の中心にある大阪の会員（弁護士）が幹
事を担ってきております。
　幹事の任期は1期2年ですが、私ども幹事は、就任してすぐ

きましたが、その後、故勝部征夫（24期）、井上智雄(33期）、
松岡隆雄（33期）、金高好伸（35期）、松下繁生（37期）、大砂
裕幸（38期）、田村昌之（44期）、江口陽三（46期）の8先生にア
ルバム委員としてご尽力いただき、平成12年に奥島孝康総長
（当時）に揮毫いただいた新たなバインダー方式のアルバムを
作成しています。こちらのあとがきには、「とにもかくにも
アルバムの完成を見たことは現下の近畿法曹稲門会の力量を
示すものであり、それはとりもなおさず会員各位の母校に対
する思いの強さを表しているわけでもありますが、それが同
時に現今の近畿法曹稲門会の隆盛の源となっていると思われ
ます」との故勝部征夫先生の力強い言葉が記されています。
　そして、近畿法曹稲門会の中にはゴルフ部会もあり、先輩
方がメンバーになっている名門コースで年に1回～2回程コン
ペを開催してきました。
　コンペの新たな企画として法曹三田会との懇親ゴルフをし
たところ、中央大（白門会）から、三田会とやるなら我々とも
やって欲しいとの挑戦状を受け取り、2度程白門会と対戦し
ました。勝負の結果は１勝1敗の互角となっており、今年の
秋には、慶応・中央・早稲田の在京3私大による「法曹懇親ゴル
フ」を企画しています。
　大学（東京）との接点としましては、2011年に、伊藤眞教
授に大阪にお越しいただいて「会社分割と倒産法の交錯」と
題するご講演をお願いし、2013年には江頭憲治郎先生に、
2016年には、山ノ目章夫先生に、2017年にも、島田陽一教
授にも来阪いただいて「同一労働賃金と働き方改革」と題する
ご講演をお願いしました。また、大学の教授とは異なるので
すが、2016年には、日弁連事務総長を2年間務められ退任さ
れた、兵庫会の春名一典先生に、日弁連事務総長としてのご
苦労話等についてお話いただきました。
　今後は、東京の大学の施設においてご講演をいただいて、
そのご講演を会員にWebで配信する試みもなされると思って
いたところ、早速、兵庫会の永井幸寿先生のご講演がWebで
配信されるとのことですので、大変楽しみにしています。
　最後になりましたが、近畿法曹稲門会の歴史を振り返る機

にコロナ禍が始まり、総会も延期するなど、なかなか苦しい
運営を強いられています。コロナ禍以前は、例年3月頃に総
会を開催し、7月頃にはビアパーティーを開催してきました
ので、今年は総会をWebで開催して、コロナ感染防止策の下
に、7月に、大阪地裁前の川縁にあるレストラン屋上での野
外BBQを企画しております。
　一方で、新入会員の登録情報につきましては、電子情報に
よって入手に努めていますが、昨今は個人情報保護の流れで、
入会登録される会員の出身大学や大学院まで判らないことが
多く、新人会員の確保に苦労しております。
　私が弁護士登録をした昭和62年に幹事を務められた故真鍋
正一（16期）、岩城本臣（28期）、故福居和廣（35期）の3先生の
下で、西原春夫総長（当時）に揮毫をいただいたバインダー方
式の立派な名簿が作られました。その名簿作りには、故浜田
行正（15期）、阪井絋行（25期）、細川喜子雄（26期）、野村公
平（27期）、冨山信彦（36期：和歌山）、山崎浩一（36期：京都）
の6先生が名簿委員としてご苦労されたことが、あとがきに
記載されています。
　このバインダー方式の名簿に新入会員の情報を追補して

会をいただいたことで、大変お世話になった故浜田行正先生、
故勝部征夫先生のことを改めて思い起こすことができ、さら
に2冊のアルバムを机上に出してページをめくりながら、若
かりし頃の先輩方のお顔を思い起こし、既に他界された先生
方との思い出にも浸る機会になりましたことに心より感謝を
申し上げます。

だ各 支 部 よ り

2019年、ビアパーティーの様子

2019年、総会の様子

2011年、伊藤眞教授の講演

2017年、島田陽一教授の講演

弁護士　大阪弁護士会　第39期／1985年　早稲田大学法学部卒業／現：弁護士法人北浜
法律事務所代表・北浜グループCEO

執筆者プロフィール

近畿法曹稲門会の代表幹事
森本 宏
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東京専門学校法律学科の創立以来、

130年以上にわたり数多くの法曹を輩出してきた早稲田大学。

その中でも特に大きな功績を残した稲門法曹を紹介します。

早稲田大学名誉教授　浅古 弘

　千種達夫は、明治34（1901）年4月1日、兵庫県養父

郡大蔵村（現朝来市和田山町）に千種醇とすまの長男とし

て生まれました。毎日、一里の山道を歩いて小学校に通

いました。小学校では「困苦欠乏に耐え、力いっぱい仕

事をやり通すよう教育」されました。中学は県立豊岡中学

校に通いました。達夫は「理屈をこねることがやや得意

な」少年でした。あるとき父から、バッタを籠に入れて鉄

道に乗ろうとした人が駅員に動物携帯禁止の鉄道規則を

楯に乗車を制止された話を材料に「物事は文字に捉われ

ず常識的に判断しなければならない」と諭されました。法

律解釈の要諦として心に刻まれる言葉となります。

　当時は、農家の長男には学問は不要という時代でし

た。しかし父醇は、「若い頃、濱尾新（東京帝大総長）な

どが学んだ池田草庵の塾で勉強したかったが、家の事情

でどうしても許されなかった」ことが無念で、自分の夢を

息子3人に託し大学へ進学させました。達夫は、大正９

（1920）年、新設なった早稲田高等学院に入学しました。

高等学院は穴八幡下にありました。毎日のように好きな

書を携えて高等学院の裏の森に出かけました。西田幾多

郎の『善の研究』を読んで、物の真相を何処までも「論理

的」に解明しようとする西田哲学に惹かれました。

　大正12（1923）年に早稲田大学法学部英法科に入学。

大正15（1926）年に優秀な成績で卒業し、大学院法律学

科へ進みました。この年、専任教員を養成する法学部助

手制度が創られ、達夫は金沢理康・野村平爾とともに助

手に採用されましたが、高等試験行政科および司法科の

試験に合格し、裁判官の道を歩くことになります。

　司法官試補、予備判事を経て、昭和4（1929）年5月、

判事として長野地裁松本支部に赴任しました。その年の

12月12日に預金請求事件（昭和4年（ハ）第1137号）の

区裁判決を平仮名口語体で書きました。民事事件では日

本最初の口語体判決でした。口語体判決の最初は、日本

統治下の台湾で伊藤政重が書いた明治38（1905）年8月

21日台北地方法院判決（匪徒刑罰令違反事件）でした。名

古屋控訴院の三宅正太郎が、昭和4年5月から大審院に

移るまで、刑事事件の判決をすべて口語体で書き、地名

もカタカナ書にしました。達夫は三宅の口語体判決を知

らなかったそうです。法律を知らない当事者に納得のい

くような判決をと考えて口語体で判決を書きました。穂

積重遠がこの判決を法律時報に紹介し、口語体判決は大

きな反響をよぶことになりました。「判決の威厳を損する」

との反対論もありましたが、穂積重遠・末弘厳太郎・中村

萬吉などが賛同し、また昭和5（1930）年の実務家会同

で牧野菊之助大審院長は「情理兼備はった判決を、一読

成程と肯けるやうに書いてあれば当事者は満足する。そ

の満足が即ち裁判の威信を保つ所以である」と演述しま

した。昭和6（1931）年横浜地裁に異動となり、早稲田

大学講師も兼任。翌年、東京地裁勤務となりました。国

語愛護同盟法律部で判決の口語化を研究することになり

ます。昭和5年には、司法省から「人格権侵害ニ因ル損害

賠償及其額」の調査研究を命ぜられ、「人的利益侵害によ

る損害賠償」司法研究14（1931）となります。

　

　昭和13（1938）年、満洲国の親属継承法編纂の委嘱を

受け、判事を退職、満洲国司法部参事官として新京へ赴

任しました。親属継承法を口語体で立法し、これを日本

【第3回】

千種達夫
ちくさ　たつお

「稲門法曹物語」の第三回は、
口語体判決文の創始者の一人
として、「法律や裁判の民衆化」
をめざし、国民のための裁判
の実現に尽力された千種達夫
の物語になります。 写真提供：千種道夫氏

若き判事が書いた口語体判決文の波紋

に逆輸入して日本の法令を口語化しようと考えたからで

した。満洲では、まず立法の前提となる家族制度慣習調

査に従事しました。慣習調査報告は第一巻だけ刊行され、

大半は終戦の混乱で失われてしまいました。戦後、残っ

ていた原稿を元に『満洲家族制度の慣習（全三冊）』が達夫

の手で出版されます。親属継承法は昭和20（1945）年7

月に公布されました。達夫は、大東亜共栄圏の法秩序を

構築するためには、法文は平易でなければならないと考

え、口語体で原案を起草しましたが、司法部内と総務庁

の賛成が得られず、口語体での制定はできませんでした。

　ソ連の対日参戦で満洲全土は大混乱となりました。満

洲国は滅亡し、達夫は失官しました。達夫は、慣習調査

報告の写しを作って閻伝 司法部大臣に預けましたが、

大臣が身柄拘束され、預けた資料も警察に押収されたと

聞き、返還交渉に警察に出向いたところ、拳銃所持を疑

われ、留置されて、連日、竹刀で殴られる拷問を受けま

した。三週間ばかりで釈放されましたが、ソ連軍が自分

を探していたことを知り、「ブタ箱にいて助かった」と思

いました。大変な苦労の末、昭和21（1946）年9月に引

き揚げてきました。

　その年11月に東京地裁判事に復職しました。11月3

日に公布された日本国憲法は口語体でした。その日の勅

語も口語体で発せられ、裁判所の判決も口語体判決とな

りました。しかし達夫は、法文の平易化は口語化だけで

実現するものではなく、文章用語や内容形式の工夫が必

要だと考えていました。戦後は国語審議会の場で法文の

平易化に取り組むことになります。国語審議会では「公

用文法律用語部会」（中村宗雄部会長）、また「法律公用文

部会」（千種達夫部会長）に属し、法令の用語用字や公用

文の改善について建議しました。人名用漢字を決めた時

には、法は文字の読み方を制限していないので、これを

どうするかが課題だと述べていました。さらに昭和35

（1960）年には改正刑法準備草案の発表をうけ、国語審

議会に「刑法小委員会」設置を提案し、法令の用字・用語

の改善を報告しました。

　盛岡地・家裁所長、東京地裁民事所長代行、東京高裁

部総括を歴任、昭和41（1966）年判事を退職し、早稲田

大学客員教授に就任しました。この間、法律雑誌に多数

の論文を発表しています。退職直後に最高裁より民法・労

働法の調査研究のため欧米に出張しました。翌年、教授

職を辞して弁護士登録、成蹊大学教授になります。中央

労働委員会公益委員、最高裁判所公平委員会委員長、早

稲田大学法律顧問などを務めました。昭和44（1969）年

には、水俣病補償処理委員会座長として、現地調査、患者・

チッソ株式会社双方から事情聴取を重ね、翌年一任派と

チッソ株式会社との間の和解を成立させました。「しかし

この本質的な救済は、当事者だけの手でできるものでは

ない。国も地方公共団体も、社会も罹災者に温かい手を

さしのべなければならない」と考えていました。

　法律家として優れた業績を残したばかりでなく、一流

の画家としても多くの絵を残しています。32歳で洋画を

始め、東光会の高間惣七に師事しました。単身赴任であっ

た満洲の7年間を慰めてくれたのは絵であったと回想し

ています。引き揚げまでの苦しい時も絵具だけは離しま

せんでした。戦後は和田三造に師事して、主として日本

画の作品を多く画くようになりました。香淳皇后もご覧

になったことがあり、昭和33（1958）年から毎年三越本

店で個展を開くなど、専門家の高い評価を受けていまし

た。昭和56（1981）年9月1日に肺炎のため東京中野で

亡くなりました。80歳でした。

但馬の山家から早稲田大学へ

満洲国での法律の口語化と

日本への逆輸入のもくろみ

法や裁判の民衆化をめざして

法官の余技を超えて

大隈会館の楠亭に飾られる千種
達夫の作品

千種達夫が残された文書資料（1,282点）はご子息の千種秀夫元最高裁判所判事から早稲田
大学図書館に寄贈され公開されています。また絵画（約250点）は「あさご芸術の森美術館」
に寄贈されています。

〔参考文献〕　千種達夫「信仰に入らんとする者の悩み－某先生への書簡より」学友会雑誌
５（1922）／千種達夫「満洲国親属継承法の立法方針と要綱」早稲田法学21（1943）／千種
達夫『裁判閑話』巌松堂（1948）／千種醇「回顧録 （1～9）」大蔵ニュース（1950）（千種達夫
文書C14-2～C14-10）／千種達夫「留置場に入った判事さん」朝日新聞昭和31年3月13日

（千種達夫文書C14-70）／千種達夫「水俣病の紛争始末記」自由と正義21-8（1970）／千
種達夫「判決書の変遷とその思い出」書斎の窓191（1970）／千種達夫「但馬牛」時の法令
808・809（1973）／安田敏朗「日本語法律文体口語化と「満洲国」－千種達夫をめぐって」
一橋論叢128-3（2002）
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稲門法曹会メールマガジン

稲門法曹会では、毎月10日にメールマガジンを発行しています。

メールマガジンについては、下記ホームページより、
詳細をご覧いただけます。

早稲田大学　稲門法曹会ホームページ
http://waseda-legal-alumni.jp/

■メールマガジン登録方法

※バックナンバーは当会WEBサイト、Facebookページにてご覧いただ
けます。

検索稲門法曹会

STEP  1 >> 名前とアドレスを入力

名前とアドレスを入力して進むと、登録アドレスに案内
メールが届きます。

STEP 2 >> 会員種別を選択

メールのURLをクリック。リンク先で会員種別を選択しま
す。

STEP 3 >> 情報入力

会員情報を入力して登録完了！

STEP 4 >> 支払い方法を選択

続けて支払い方法も登録してください。以降はメールのロ
グインURLからマイページにログイン可能です。

マイページから
イベント申し込みなどが可能です！

会員情報システム 　　　　  　　に
ご登録ください！

シクミネット

稲門法曹会では会員システム「シクミネット」を利用しています。
登録がまだお済みでない方はこの機会に登録をお願いいたします！

　STEPで簡単!!

クレジットカードで
会費支払いができる

支払情報・
会員情報の変更が
自分でできる

新規会員登録はこちらから

新規会員登録につきましては下記QRコードからアク
セスの上、ご登録をお願いいたします。

※稲門法曹会Webサイト（http://waseda-legal-
alumni.jp/）にもご案内を掲載しております。
「稲門法曹会」で検索ください。

稲門法曹会や支部の
イベントの申し込みができる

講演会の動画など
会員限定コンテンツが見られる

シクミネットでできること

稲門法曹会

PCやスマ
ホから登録

・変更可能

家にいなが
らイベント

参加

リモートワ
ークの合間

に
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